
令和 3年 12月 1日 
 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社との 
地方創生に関する連携協定締結について 

 
協栄信用組合は、令和 3 年 12 月 1 日、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社と

地方創生に関する連携協定を締結致しましたのでお知らせします。 
 
協栄信用組合は、協同組織金融機関として地域密着型金融に注力しております。今

年１月には、国連で採択された SDGs（持続可能な開発目標）に賛同し、地域の経
済・社会・環境などの様々な課題に取組む「協栄信用組合 SDGs」を宣言しました。 
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社は、2016 年から「地方創生プロジェクト」を立

ち上げ、地方創生の取組支援を通じて、地域社会・地域企業に役立つ会社を目指してお
ります。 

 
本日締結致しました連携協定の主な内容は次の４項目となります。 
① 防災・減災及びリスクマネジメントに関すること 
大規模災害(地震・水害・火災)を教訓として、BCP(事業継続計画)策定でお役に
立ちます。 

② SDGs/ESG に関すること 
地域における SDGs 浸透に向けてお役に立ちます。特に、県央地域は高度な金属
加工技術を活かした「ものづくり産業の集積地」であり、今後の更なる発展の為には、

「カーボンニュートラル・CO₂削減」への取組が重要な課題となります。SDGs13 番目
の目標「気候変動に具体的な取組を」の実現に向けてお役に立ちます。 

③ 地域や企業の持続性向上に資する人材教育に関すること 
    地域の事業所の従業員の皆さまの安心・安全・健康面でお役に立ちます。 
④ その他地域の持続可能性の向上に資すること 

 
当組合は、本協定締結をスタートとし、あいおい

ニッセイ同和損害保険株式会社と互いに有する人
的・物的・知的資源を有効に活用して、地方創生
に向けた取組を強化すべく協働してまいります。 


